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今年で第 2回目を迎えた「ミス七夕コンテスト」が、 8月 7目、海野町通りの特設ステージで行われました。
会場には、「ミス七夕」の選考風景を見ょうと集ま った大勢の市民でにぎわい、参加した48名の美女が浴衣の美

しさを競いました。
今年の「ミス七夕」には、室山理恵、さん(写真、手前右側、20歳、緑が丘1丁目)と、林なよ子さん(写真、手前左側、

20歳、中央2丁目)の2名が選ばれ、海野町通りから上田駅前まで、オープンカーでノ fレードしました。

主な内容
市民と市長の 凶

「市民と市長の 日」を 9月l日(月)午

前 9時から午後4s寺まで、市役所3階

市長室で行います。お気軽におて引かけ

くださし、。

し

大きく育つ姉妹都市交流………………ー……………… 2・3ページ

「青少年健全育成協力庖」を指定……………………………..4ページ

あなたも不用品の登録を一-一….................一一…・・・…・…・・・ 5ページ

市職員を募集します…………………………………………… 6ページ

三種混合予防接種・…・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・一一..........7ページ

取り引き・証明用のハカリ定期検査を実施します………… 8ページ

ち
に

'
U
ま
す

農地問題相談日

「農地問題相談」を 9月l日(rJ)午前

8時30分から午後 5時まで、市役所 2

階段業委員会事務局で行し、ます。j;j¥ 

軽におでかけください。
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鎌
倉
の
児
童
を
迎
え

姉
妹
都
市

・
鎌
倉
市
の
児
童
が
、
七

月
下
旬
に
上
田
市
を
訪
れ
、
上
田
市
の

児
童
と
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
め
親
善

試
合
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
訪
れ
た
の
は
、
鎌
倉
市
の
北

部
に
あ
る
山
崎
(
や
ま
さ
き
)
小
学
校

の
台
子
供
会

(小
学
校
四

・
五

・
六
年

生
)
約
三
十
人
で
、
七
月
二
十
九
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
三
日
間
、
上
田
市

は
代
、
バ

に
滞
在
し
ま
し
た
。

子
を
い
い

特
に
、
七
月
三
十
日
に
は
、
地
元
五

女

手

E

、
選
付

加
子
供
会

(中
塩
田
小
、
四

・
五

・
六

耳

、

聡

年
生
)
と
の
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

野

前

沢

は

の

塩

。
親
善
試
合
な
ど
が
行
わ
れ
、
心
温
ま
る

子

)

の

奮
子
供
同
士
の
姉
妹
都
市
交
流
と
な
り
ま

男

ル

元

宣

(

一

地

手

し
た
。

品目

fA
当
日
の
午
前
九
時
す
さ
、
鎌
倉

台

善

フ

し

ん

子
供
会
の
児
童
は
宿
泊
先
で
あ
る
別
所

柑

ソ

表

く
温
泉
か
ら
、
電
車
で
塩
田
町
駅
に
到
者

駅
で
は
、
鎌
倉
の
お
友
だ
ち
を
心
待
ち

初
の
親
善
試
合

険
鎌
倉
の
お
友
だ
ち
と
、
持
参
の
お
に
ぎ
り
を
介
け
合
っ
て

楽
し
い
昼
食
の
ひ
と
と
き
。

1
1
1
今
日
の
交
流
会
で
、
鎌
会
に
も

友
だ
ち
が
で
き
た
か
な
。

に
し
て
い
た
五
加
子
供
会
の
代
表
が
出

迎
え
、
中
塩
田
小
学
校
ま
で
案
内
。
中

塩
田
小
学
校
で
も
、
五
加
子
供
会
の
約

五
十
人
が
台
子
供
会
の
お
友
だ
ち
を
温

か
く
迎
、
え
ま
し
た
。

早
速
、

小
学
校
の
体
育
館
で
対
面
式

を
し
た
後
、
今
後
も
文
通
な
ど
で
お

E

い
の
友
好
を
深
め
よ
う
と
住
所
、
氏
名

な
ど
を
書
い
た
カ
ー
ド
を
交
換
し
ま
し

た
。続

い
て
十
時
半
ご
ろ
か
ら
、
男
子
は

野
球
、
女
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
分
か

れ
親
善
試
合
を
行
い
、
時
折
り
雨
が
降
る

あ
い
に
く
の
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

力
一
杯
の
プ
レ

ー
を
展
開
。
結
局
、
野
球

は
地
元
五
加
子
供
会
が
十
三
対
九
で
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
鎌
倉
の
台
子
供
会
が

九
対
二
で
、
そ
れ
ぞ
れ
勝
ち
ま
し
た
。

昼
食
は
、
地
元
の
児
童
が
二
人
分
の

お
に
ぎ
り
を
持
参
し
、
鎌
倉
の
お
友
だ

ち
と
分
け
合

っ
て一

緒
に
食
べ
る
と
い

っ

た
、
な
ご
や
か
な
風
景

も
み
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
雨
が
本

格
的
に
降

っ
て
き
た

た
め
、

長
野
大
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
に

い
さ
ん、

お
ね
え
さ
ん

の
リ
l
ド
に
よ
り

体
育
館
で
ゲ

l
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
“
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l
i鍬
介
と
の
交
流
会
が
あ
る
と
聞

い
た
叫
、
ど
う
思

っ
た
。

ぱ
く
た
ち
も
チ

l
ム
を
作
リ
、
野
球

を
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
試
合
を
し
て

み
た
い
と
思
っ
た
。

小林 昇〈ん
(上回 五加子供会)
中塩田小 6年 j
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こ
れ
か
ら
は

交
通
で
交
流
を

つ

|
|
信
州
に
は
、
初
め
て
来
た
の
。

は
い
、
初
め
て
で
す
。
姉
妹
都
市
の

上
回
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
米
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
こ
ん
な
に
早
〈

実
現
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し

い
。
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青山洋一くん
(鎌倉台子供会)
山崎小 6年 / 

今
度
は
鎌
倉
へ

来
て
ほ
し
い

』
F

鎌
倉
の
お
友
だ
ち
と
、
持
参
の
お
に
ぎ
り
を
分
け
合
っ

て

楽
し
い
昼
食
の
ひ
と
と
き
。

上
回

・
上
越
両
市
の
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
の
会
員

4
の
皆
さ
ん
が
上
越
市
で
第

一
回
の
交
歓
会
を
開
催
。

|

|
今
日
の
交
流
会
て
、
鎌
会
に
も

友
た
ち
が
で
き
た
か
な

は
い
、
で
き
ま
し
た
。
鎌
合
は
述
い

け
れ
ど
、
住
所
や
名
前
、
そ
れ
に
岡
地
味

な
ど
を
書
い
た
カ
ー
ド
を
交
換
し
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
文
通
で
交
流
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

|

|
野
球
の
判
明
善
試
合
は
、
ど
う
だ

つ
た
。

問
点
差
で
な
ん
と
か
勝
て
た
け
ど
、

相
手
も
好
チ
ー
ム
で
し
た
。

|
|
今
後
も
交
流
を
続
け
た
い
っ

は
い
。
ぼ
く
た
ち
六
年
生
は
、
来
年

チ
供
会
を
抜
け
る
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
ほ
し
い
。
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割
問

山
瀬
古
川
品
」
q
/
」

a
b

者
保
持
券
業
務
務
務
ル
ザ

上

越

市

本
海
側
随
一
を
誇
る
上
辺
市
立
水

物
館
は
、
七
月
十
八
日
に
オ

l
プ

ま
し
た
が
、
そ
の
前
日
、
海
の
学

上
越
市
を
訪
れ
て
い
た
上
田
市

・

小
の
丘
年
生
百
六
十
人
は
、
上
泣

き
ん
の
格
別
な
計
ら
い
で
こ
の
水

物
館
に
、
無
料
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

ら
し
い
水
族
館
を
見
学
で
き
た
子

ち
は
、
実
の
あ
る
海
の
学
習
に
大

感
激
を
胸
に
し
て
、
山
市
校
し
ま
し

た
、
八
月
二
・
三
日
に
は
、
上
田

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
が
上
越

同
ク
ラ
ブ
に
招
か
れ
、
上
越
市
の

|

|
上
回
の
印
象
は
っ

一
緒
に
来
た
友
人
も
篤
い
て
い
ま
し

た
が
、
自
然
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
こ

と
。
そ
れ
に
、
古
い
家
が
た
く
さ
ん
残

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

|

|
野
球
の
親
善
試
合
は
、
ど
う
だ

つ
た
。上

回
の
友
だ
ち
は
、
広
い
グ
ラ
ン
ド

で
野
球
を
し
て
い
る
の
で
、
と
て
も
上

手
で
す
o

l

-

-

今
後
も
交
流
を
続
け
た
い
?

も
ち
ろ
ん
で
す
。
今
日
は
、
畳
食
を

ご
ち
そ
う
に
な
る
な
ど
、
大
変
お
世
話

に
な
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
度
は
、

鎌
倉
へ
来
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

J

一
ιぷ
"

屑
多
ヶ
浜
で
山
の
仲
間
と

i
X
7此

新

Er

海
の
仲
間
が
初
の
い
父
歓
会
を

J
Jー

向

日
時

闘
き
、
と
も
に
交
流
を
泌
め
ま
し
た
。
L
i

出

石

町

兵
庫
県
の
出
石
町
剣
友
会
は
、
今
年

創
立
三
十
周
年
を
迎
、え
ま
す
が
、
、}れ

を
記
念
す
る
剣
道
大
会
が
八
月
十
七

日
、
雌
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
上
回

剣
道
連
山
は
、
姉
妹
都
市
の
よ
し
み
を

も
っ
て
、
こ
の
栄
、
え
の
大
会
に
M
m
待

さ
れ
、
当
日
は
出
石
町
で
税
善
試
合

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す



だ 昭和55年 8月16臼一一一一ー(4トえλ
J
 

報広n
d
 

川
物

M
M
他

仇

q
a園
町

M
M

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
築
き
上
げ
て
い

M
U
W"
 

n
u
く
刊

少

年

を

強
く
、
明
る
く
育
て
て

一

い

く
こ
と
は
、
市
民
み
ん
な
の
願
い
で

一

あ
り
、
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ト

現

実
に
は
、
背
少
年
の
非
行
が
増
加
の

傾
向
に
あ
り
、
な
か
で
も
社
会
環
境
に

起
因
す
る
ケ
|
ス
が
多
く
な

っ
て
い
ま

宇九
e
ゼ
ニ
折
、
、
古
川
、
古
川動
帖
杏
阿
呆
宮
百
円
ム
豆
、
レ
ム

821 -第号ー

青
少
年
健
全
育
成

協
力
応
を
指
定

田
市
青
少
年
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
の

三
団
体
が
中
心
に
な
り
、

書
底
、
喫
茶

底
、
遊
技
場
、
タ
バ
コ
小
売
庖
の
四
組

合
の
ご
協
力
も
あ
り
、
「
青
少
年
健
全

育
成
協
力
庖
」
を
こ

の
た
び
指
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、

青
少
年
健
全
育
成
運

動
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
お
屈
を
、
各

業
界
に
推
せ
ん
し
て
も
ら
い
、

こ
れ
を

も
と
に
し
て
市
内
約
三
百
三
十
庖

(
下

あ
な
た
も
不
用
品
の
登
録
を

821 

表
参
照
)
を
指
定
し
た
も
の
で
す
。

l' 

今
月
か
ら

届
頭
に
表
示

こ
の
八
月
か
ら
は
、
「
青
少
年
健
全
育

成
協
力
庖
」
と
書
い
た
看
板

(
写
真
上

参
照
)
が
底
頭
に
標
示
さ
れ
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
一
役
か

っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
協
力
庖
の
皆
さ
ん
に

は
、
非
行
化
の
原
因
や
き

っ
か
け
と
な

る
よ
う
な
商
品
売
青
少
年
に
販
売
し
な

い
こ
と
、
庖
内
が
非
行
青
少
年
の
「
た

青少年健全育成協力庖 ・指定業種

組合名 組合長 庖数 {庸 考

書 庖 中且 メE〉3、 高桑幸 10 業界加入居のみ

遊技場組合 木村義治 11 業界加入居のみ

喫茶庖組合 荒木直哉 68 業界加入居のみ

タバコ小売庖組合 中野恵 240 業界加入居のみ
ー 」

ま
り
場
」
な
ど
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
な
ど
、
各
業
種
ご
と
に

お
願
い
す
る
事
項
を
定
め
、
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

協
力
応
に
お
願
い
す
る
事
項

「青
少
年
健
全
育
成
協
力
庖
」
に
お

願
い
す
る
業
種
別
の
事
項
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

た
ば
-
-
届

①
満
二
十
歳
未
満
の
者
が
自
ら
喫
煙
す

る
と
思
わ
れ
る
場
合
、
未
成
年
者
の

喫
煙
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
心
身
の
発
育
に
有
害

「
ク
レ
オ

パ
ト
ラ
の
鼻
が
も
う
少
し

低
か
っ
た
ら
、
世
界
の
歴
史
は
変
わ
っ
て

で
あ
る
こ
と
を
き
と
し
販
売
し
な
い
。

②
自
動
版
売
機
を
利
用
し
て
の
販
売
に

は
十
分
注
意
す
る
。

パ
チ
ン
コ
・
遊
技
場
庖
;一

①
営
業
所
の
入
口
、
そ
の
他
営
業
所
内

の
見
や
す
い
場
所
に
、
十
八
歳
未
満

の
者
は
入
場
お
こ
と
わ
り
の
表
札
の

掲
示
を
行、フ
。

②
営
業
者
、
ま
た
は
管
理
者
な
ど
の
買

任
あ
る
者
は
、
常
に
営
業
所
内
の
見

回
り
を
行
い
、
十
八
歳
未
満
者
の
発

見
、
そ
の
他
青
少
年
の
健
全
育
成
に

努
め
る
。

書
籍
・
雑
誌
庖

①
青
少
年
に
は
な
は
だ
し
く
有
害
と
認

め
ら
れ
る
出
版
物
は
、
そ
の
販
売
を

拒
否
す
る
と
と
も
に
、
取
次
広
か
ら

送
本
さ
れ
た
場
合
は
返
本
す
る
。

②
青
少
年
に
は
な
は
だ
し
く
有
害
と
認

め
ら
れ
る
出
版
物
は
、
庖
頭
に
展
示

し
な
い
。

③

い
わ
ゆ
る
風
俗
雑
誌
類
は
、
底
員
の

自
の
と
ど
く
場
所
に
展
示
し
、
十
八

歳
未
満
の
者
、
及
び
高
校
生
の
閲
覧
を

こ
と
わ
る
と
と
も
に
販
売
し
な
い
。

喫

茶

庖

①
小・

中
学
生
の
庖
内
立
ち
入
り
が
学
校

で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
登
下
校
途

中
は
高
校
生
に
つ
い
て
も
禁
止
を
し

て
い
る
学
校
が
あ
る
の
で
、
そ
の
趣

旨
に
極
力
協
力
す
る
。

②

一
見
し
て
未
成
年
と
見
う
け
ら
れ
る

者
が
、
喫
煙
し
て
い
る
場
合
に
は
注

意
を
し
、
灰
皿
、
マ

ッ
チ
な
ど
を
出

さ
な
い
。

③
偶
然
の
利
益
を
得
ょ
う
と
す
る
恐
れ

の
あ
る
遊
戯
器
具
を
設
置
し
な
い
。
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の
者
は
入
場
お
こ
と
わ
り
の
表
札
の

掲
示
を
行
、7
。.，
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E
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E
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L司
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l
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!
l
J
F
I
l
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司

t
t
i
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-
L
1
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戸
』

l
I
h
-
-
4
a
l
t
t
「
1
1
d
I
B
l

ー第

起
因
す
る
ケ

l
ス
が
多
く
な
っ
て

い
ま

す

そ
こ
で
、
市
、
市
教
育
委
員
会
、

上

動
に

業
界
に
推
せ
ん
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
を

も
と
に
し
て
市
内
約
三
百
三
十
庖

(
下

821 号、

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
、
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
、
不
用
品
登
録

者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引

き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
取
り
引
き
が
成
立
、
不
成
立

に
か
か
わ
ら
ず
)
を
必
ず
生
活
環
境

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

(昭和55年 8月7日現校)

ゆずりたい オルガン、ラブチェア、ベビーベッ

品物 ド、バイク、トラクター用リヤカ一、

マキ用風呂がま

ゆずつては 自転車(大八・婦人用)、カーペッ

しい品物 ト、歩行器、ステレオ、エアコン、

書棚、扇風機、サマーチェア、小型

カラーテレビ、七五三用着物セット

(七歳女子)

不用品登録情報

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありま

したら、生活環境課生活係(宮⑫4100内線296・

有線②0671)へ。
。ここに掲載されている以外の品物も登録でさま

すので、お気軽にご連絡を。

喫
煙
は
法
律
に
よ
り
日
黙
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
心
身
の
発
育
に
有
害

応
急
手
当
は

で
は
実
際
に
、
鼻
血
が
出
た
と
き
の

応
急
手
当
は
:
:
:
ま
ず
、
出
血
し
た
方

の
鼻
が
下
に
な
る
よ
う
に
顔
を
横
に
し

て
寝
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
首
の
ま
わ
り

を
締
め
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
ゆ
る
め

ま
す
。

鼻血が出たら

あ
な
た
も
不
用
品
の
Z泳
.!a 

録
を

戸~・~ーr-L.....Jr-1.......Jõ""1..._S"""ï~r-1l__jf一司ーJr寸

どい りてめi 場経 硬とら血周鼻 j鼻 j っと のるこれて 1 合の化いれの囲血 j血 j いん十病鼻のくた危

主義占主五品交百 !が)員二 afhf:まま号そ町 5局去 ?52 i 
な 血てこ以もる j 出 ; れ入信か時にもなり九 品心ち ノ" J 

~ど庄いる上あと :る: てが♂かに、しゴ身と毒にのをはと 世ト L 
すの、ま 、はわ血 : 長 j み経孟つは大てミを、ヵーお 本 持 日 ぃ 界ラ 1 

原のす心鼻ての '- ま験モた急切いな守反スい来っこう 2の f 
因ぽ 。配のが F j : i ししもり性なまどっ射なをのてろ 言壁 ω i 
: 差ヵの粘ちド チて二し副働すのた的ど感働い美葉 百が / 

ミな 1莫で警 つい品ま鼻き。異りにのじきま的が 亦も [ 
出 やしいがす否、 る墓す腔を 物、息いるはすなあ 去ぅ 1 
血白 、 出 傷 が 本 鼻 7 。 炎 し を入をやこ、 。煮る !っ少 「

第一
市
は
、
毎
年
三
月
か
ら
五
月
の
資
源

一
活
用
推
進
月
間
中
に
行
っ
て
い
た
不
用

.
ロ
聞
の
紹
介
を
、
今
年
か
ら
年
間
を
通
し

日
嗣
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

問
削
そ
こ
で
、
こ
の
制
度
が
皆
さ
ん
に
大

抑
制
い
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
先
月
か
ら
か
不

bn'a 

川
明
用
品
登
録
情
報
u

と
し
て
、
ゆ
ず
り
た

一
い
品
物
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
を
広

一
報
「
う
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

一
す
が
、
今
回
は
そ
の
二
回
目
で
す
。

J

-T

あ
な
た
の
家
庭
や
職
場
に
、
ゆ
ず
り

‘
え
た
い
品
物
や
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が

‘
つ
あ
り
ま
し
た
ら
、
電
話
な
ど
で
お
気
軽

度
に
、
生
活
環
境
課
生
活
係

j
f

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

古
生
活
環
境
課
で
は
、
登
録

一
し
て
い
た
だ
い
た
中
で
適

一
当
と
恩
わ
れ
る
も
の
が
あ

一
っ
た
場
合
、
ゆ
ず
っ
て
は

ト
し
い
人
に
紹
介
し
ま
す
。

日
不
用
品
の
登
録
を
さ
れ

阿
る
方
は
、
次
の
事
柄
を
必

年
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

戸、u柿
①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ

唱
る
人
は
、
品
名
、
程
度
、

一
数
量
、
希
望
価
格
、
住

一
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

砂
な
ど
を
登
録
し
て
く
だ

一

き

い

。

次
に
、
両
方
の
小
鼻
を
や
や
力
を
入

れ
て
つ
ま
ん
で
く
だ
さ
い
。
十
分
か
ら

二
十
分
で
血
が
闇
ま
り
出
血
が
止
ま
り

ま
す
。
出
血
し
な
く
な
っ
た
ら
、
ガ
ー

ゼ
を
小
指
ぐ
ら
い
の
太
さ
に
丸
め
、
出

血
し
て
い
る
方
の
穴
に
詰
め
ま
す
。
ガ

ー
ゼ
を
詰
め
る
時
は
、
・
持
す
じ
に
そ

っ

て
詰
め
る
の
で
は
な
く
、
耳
の
穴
の
方

に
向
け
て
詰
め
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、

phF
H
9れ

6
141
3
3
'
f

の
あ
る
遊
戯
器
具
を
設
置
し
な
い

ーも

何
回
も
入
れ
替
え
る
と
、
か
え
っ
て
出

「

血
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で、

で
き

一

る
だ
け
取
り
替
え
る
こ
と
は
避
け
、
鼻
『

血
が
止
ま
っ
て
か
ら
三
十
分
以
上
た

っ

，

た
ら
、
取
り
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(

ま
た
、
の
ど
に
流
れ
込
ん
だ
鼻
血
は
、
工

飲
み
込
ま
な
い
で
、
吐
き
出
す
よ
う
に

J

し
て
く
だ
さ
い
。

一

以
上
の
よ
う
な
方
法
で
も
止
ま
ら
な

L

い
時
は
、
冷
た
い
タ
オ
ル
で
額
か
ら
鼻
「

の
部
分
を
冷
し
な
が
ら
、
早
目
に
耳
鼻

科
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
鼻
血
が
出
る
と
、
よ
く
頭
を
後
ろ
に

反
ら
せ
ま
す
が
、
温
か
い
血
液
が
の
一

ど
に
回
っ
て
気
分
を
悪
く
し
た
り
、

r

鼻
血
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
恐
れ
も
ー

あ
り
ま
す
の
で
、
頭
は
後
ろ
に
反
ら
」

き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

戸

②
首
の
後
ろ
を
た
た
く
と
よ
い
と
い
う
工

人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
効
果
が
な
」

い
ば
か
り
か
、
脳
の
真
下
を
た
た
く

{

こ
と
に
な
り
危
険
で
す
。

L

③
鼻
血
が
止
ま
っ
た
後
も
、
三
十
分
ぐ
J

ら
い
は
・外
を
か
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
一

l
v
ょ
、つ
。

」

戸

''s-
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お知らせ
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

1
一
般
事
務
・
保
母

建

築

・
土

木

・

体

育

1

え号一一一(開制御)一一広報う

総
務
隈
職
員
係
官
⑫

4
1
0
0

内
線

2
2
2
・
有
線
②

0
6
5
1

〈
資

格
〉

マ
一
般
事
務
職
員

O
上
級
(
大
卒
程
度
)
リ
昭
和
三
十

一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
O
初
級
(
高
卒
起
度

)
l
昭
和
三
十

六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人

マ
保
母
(
知
大
卒
桜
度

)
l
昭
和
三
十

三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
保
母
の
資
格
が
あ
る
人
、
ま
た

は
来
年
三
月
末
日
ま
で
に
資
格
取
得

が
見
込
ま
れ
る
人

マ

暗
号
晶
体
μ河
川
副
仰
拙
帆
目
H

ケ
犬
京
干凶
H
F
府
匹

J

H
H
回
附

-第 821号-

海野町商庖街恒例の「七夕まつり」

:が8月6白から8日まで聞かれました。

色とりどりの美しい飾りに、今年は

人気者のドラえもんをあしらったもの

j が多く、子供たちの人気を集めました。

和
三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

マ
土
木
技
術
職
員
(
高
卒
程
度

)
l
昭

和
三
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
高
校
土
木
科
の
卒
業
者
、

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

マ
体
育
職
員
(
大
卒
躍
度

)
l
昭
和
三

十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
中
学
校
教
諭
一
級
普
通
免
許

(
保
健
体
育
)
の
あ
る
入
、
ま
た
は

来
年
三
月
末
日
ま
で
に
取
得
が
見
込

ま
れ
る
人

た
だ
し
、
ど
の
職
種
も
昭
和
五
十
五

年
四
月
一
日
現
在
、
上
田
市
民
で
あ
る

人
、
ま
た
は
勉
学
な
ど
の
た
め
一
時
、

他
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
が
、
家
族
は

上
田
市
民
で
あ
る
人

〈
必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
書

(市
役
所
総
務
課
に
あ

り
ま
す
)

マ
履
歴
書
及
び
最
終
学
校
成
績
証
明
書

(
高
校
在
学
者
は
、
統
一
応
募
書
類

を
使
用
。
そ
の
他
の
人
の
属
歴
書
は
、

総
務
課
に
あ
る
も
の
を
使
用
)

マ
住
民
票

マ
資
格
証
明
書
、
ま
た
は
資
格
取
得
見

込
証
明
書
(
保
母
の
み
)

マ
中
学
校
教
諭
一
級
普
通
免
許
の
写
し
、

ま
た
は
、
同
免
許
取
得
見
込
証
明
書

(
体
育
職
の
み
)

マ
五
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒
(
合

否
連
絡
用
、
宛
先
記
入
)

〈
試
験
日

・
科
目
〉

十
一
月
七
日
倒
午
前
八
時
受
付
、
同

八
時
三
十
分
試
験
開
始

マ
一
般
事
務

O
上
級
H
H

教
養
、
専
門
試
験

O
初
級
U

教
養
、
適
性
試
験

マ
保
母
u
H
教
養
、
体
育
、
音
楽
試
験

(
音
楽
試
験
は
、
別
の
日
に
実
施
)

マ
建
築
技
術

l
教
養
、
専
門
試
験

マ
土
木
技
術

l
教
養
、
呼
門
試
験

マ
体
育

l
教
養
、
専
門
試
験

〈
人
員
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
申
込
先

・
期
限
〉

十
月
一
白
川
か
ら
十
月
二
十
日
川
ま

で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職
員
係

へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

花
と
烏
を

訪
ね
る
会

博

物

館

岱

⑫

1
2
7
4

博
物
館
で
は
、

小
中
学
生
か
ら
一

般

F 結
言複核
E十予
?字~
:?り
;ノレ

② 
ま五 人
れ十
た一
人年
て七
未月
接 一
種 目
の 以
人 前

た 生

821 

で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
募
金
の
使
い
み
ち
は
、
結
核
検

診
車
や

X
線
器
機
な
ど
の
笠
備
購
入
、

来
る
tL 
月

十
八
日

(11) 

聞

く収閥的 4100内線241有線②O伽!?

今月の納税は 、市県民税第 2期です。1会技 "" ""よ ‘ マ マ〈出上る
l事大上 申 八 申 リ申 0 0 0砲 o 0 百競場ノj、

純金は、納期内に納入されますよう、 i務会田込月込出込五一四一三丸四一三メ 技 者ブ第

二1初 Jくだ さい。 i局上市先二期場者十名十名十投十名十|種をロ八
nft小教〉 十 限 者の歳 歳 歳 歳 歳ト 目 、、 ッ 回

今11の納期|浪は、 9月 1日()j)です。 ! @ プ育 七〉を中以 以 以 以 以 ル V 公ク長
4 ロ委 日 決か上上上上上走工大町'
l ツ 具体)定らの五四の回 忌 会県
0 ク 会 し、男十十男十 7f」民

納税でつくろう !o大 内 ま記子歳歳子歳 手の逐
i内 会 県 寸;録ー 未未 ー未 集上動

明日の明るい未来!?書霊 会名 罪史 名現 主思苦
5 委動 ど男男 男寸:代大
5 員 競 に子子 子 ν 表会

野
鳥
の
観
察
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
な
お
、
低
学
年
の
場
合
は
、

保
護
者
も
参
加
願
い
ま
す
。

と

き
:
・
八
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前

八
時
、
市
民
会
館
前
集
合

1
午
後
五

時
ご
ろ
集
合
場
所
で
解
散

コ
ー
ス
:
・
千
曲
川
中
之
条
付
近
の
河
原

i
軽
井
沢
野
鳥
の
森

募
集
人
員
:
五
十
名
(
パ
ス
一
台
)

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

会

費
:
・
一
般
千
円
、
小
中
学
生
五
百

円
持
ち
物
・
・
・
昼
食

講

師

・
:
日
本
野
鳥
の
会
会
員
ほ
か

申
込
先

:
会
費
を
添
え
て
、
博
物
館
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
民
運
動
競
技
大
会

上
小
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
の

出
場
者
を
募
集

第2期市県民税

①
百
日
ぜ
き
に
か
か

っ
た
人
は
、

二
種

U

似
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
)
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
実
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821 号、

結
核
予
防
の

複
十
字
シ
ー
ル

募
金
運
動
に
ご
協
力
を

第日
可n

a
 

m…
附
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
毎
年
ご
協
力
い

畔
酬
た
だ
い
て
い
る
結
核
予
防
の
た
め
の
「
複

H
23
 

河
川
市
十
字
シ
ー
ル
募
金
」
を
、
八
月
十
六
日

一
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
行
い
ま
す
。

一

上

田

市

の

今

年

の
募
金
目
標
は
、
シ

戸
-

l
ル
二
万
四
千
百
四
十
枚
、
百
二
十
万

七
千
円
で
す
。

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

え一→7)一一一一昭和55年 8月16日 広報う

各
世
帯
で
シ
l
ル
一
組
を
:
:
一

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
世
帯
で
シ

ー
ル

一
組
(
四
枚
五
十
円
)
の
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
内

各
自
治
会
の
役
員
さ
ん
や
結
核
予
防
婦

人
会
内
皆
さ
ん
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
は
結
核
予
防
事
業
に
し

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
は
世
界
的
な
も

の
で
、
日
本
で
は
大
正
十
四
年
か
ら
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
募
金
運
動
は
、
結
核
予
防
事
業

を
進
め
る
資
金
を
生
み
だ
す
と
と
も
に
、

結
核
予
防
の
関
心
の
輸
を
広
げ
る
目
的

マ
履
歴
R
H
及
び
最
終
学
校
成
績
証
明
書

(
高
校
丘
学
者
は
、
統
一
応
募
書
類

で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
募
金
の
使
い
み
ち
は
、
結
核
検

診
車
や

X
線
器
機
な
ど
の
盤
備
購
入
、

結
核
予
防
施
設
の
建
設
、
結
核
回
復
者

の
社
会
復
帰
の
相
談
、
患
者
の
文
化
活

動
支
援
や
患
者
家
族
の
援
護
な
ど
で
す
。

シ
ー
ル
の
使
用
方
法
は

シ
ー
ル
は
、
封
筒
の
封
印
に
使
う
の

が
一
般
的
で
す
が
、
年
賀
状
や
暑
中
見

舞
の
ハ
ガ
キ
に
張
る
の
も
良
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
切
手
と

ま
ち
が
え
て
張
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

三
種
混
合予

防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

三
種
混
合
(
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
)
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
最
寄
り

の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

一
期
①
五
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
五
十
三
年
一
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
未
接
種

の
人
(
た

だ
し
、
四
歳
未
満
の
人
)

二
期
①
五
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

博
物
館
で
は
、
小
中
学
生
か
ら
一
般

ま
で
を
対
象
に
し
た
、
刷
物
・
昆
虫
・

人
②
五
十
一

年
七
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
未
接
種
の
人

(
た

だ
し
、
五
歳
六
か
月
未
満
の
人
)

〈
接
種
内
容
〉

一
期
・:
三
か
ら
八
週
間
の
間
隔
で
三
回

接
種

二
期
・:
一
期
終
了
後
、

十
二
か
月
以
上

経
過
し
て
い
る
人
で
一

回
接
種

〈
受
付
時
間
〉

各
会
場
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
三
十
分
ま
で

〈
会
場
〉

左
表
の
と
お
り

〈
そ
の
他
V

①
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
種

混
合
(
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
)
ワ

ク
チ

ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
実

施
月
は
、
五
十
六
年
四
月
で
す
。

②
二
種
混
合
で
一
期
を
終
了
し
て
い
る

人
は
、
二
期
も
二
種
混
合
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

③
予
備
日
は
、
十
月
二
十
八

日
と
十

一

日
七
日
で
、
場
所
は
市
健
康
セ
ン
タ

ー
で
す
。

十
月
二
十
八
日
(
火
)
H
城
下
、
川
辺
、

泉
回
、
塩
田
、
川
西
地
区

十
一
月
七
日
(金
)
H
東
部
、
南
部
、

中

央
、
北
部
、
西
部
、
塩
尻
、
神
科
、

神
川
、
豊
殿
地
区

接種目

「

会場名 対 象 地 区

l回目 2回目 3回目

『

市健康セ ンタ ー
8 9 10 

南部・中央と西部の一部

月 月 月
川辺町会館 21 11 2 川辺・泉回全区

日 日 日

農協神 川事業所 (村 (木) (村
神川全区

上野が丘 公 民 館
8 9 10 神科・豊殿全区

月 月 月
市川西社会福祉セン '1- 22 12 3 川西全区

日 日 日 ー

三好 町 会館 幽 幽 幽
城下全区および半過地区

市健康センター
8 9 10 東部・塩尻全区

月 月 月
新田区民会館 26 16 7 北部と西部の 一部

日 日 日

市塩田母子健康セン'1- (火) (火) (火)
塩田全 区

三種混合予防接種目程表

乳
幼
見

ι

健
康
診
査

三
歳
旧
ノ

九
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十

分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

三歳冗健康
診査日程表

会場 市健康センター

地区 新市内 | 旧市内

対象児 52年 8月生

9月

日程表

場~スh 市 健 康 セ ン タ 市注目母子健康セノター 市福祉川セ西ン社7会-

対象児

4か月児 9か月児 l歳6か月児 4・9か月児 l歳6か月児 li表6か月児 l

55年5月生 54年12月生 54年3月生 5554年年152月月エι 54年2・3月生 54年2・3月生

地区
間闇市内

新市内|旧 出|日市内 塩田全区 川西全区

9月 178 18日 9日 2日 11日

乳幼児健康診査

新市内…塩尻 ・111辺・泉田 ・神川 ・神科・ 笠殿
旧市内・・東部・南部 ・中央 ・北部 ・西部・城下



だ 昭和55年 8月16日一一一ーベ8)帽ー
え号一一一(抑制釘)一一広報う

55年度計量器定期検査日程表
取
り
引
き
・
証
明
用
の

ハ
カ
リ
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

商
工
回
計
畳
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
3

市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
ハ
カ

リ
の
定
期
検
査
を
、
左
表
の
日
程
に
よ

り
行
い
ま
す
。

取
り
引
き
、
証
明
用
に
使
っ
て
い
る

ハ
カ
リ
は
、
こ
の
検
査
を
受
け
な
い
と

引
き
続
い
て
使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

午前 9: 30-

時 対象地区

西地区

団地区

中塩団地区

所地区

東塩団地区

泉

5.J1j 

)11 11 : 30 

3 : 00 

11 : 30 

3 : 00 

11 : 30 

問

午前 9: 30-

午前 9: 30-

午後 1: 00-

午後 1: 00-

査検士jきL>、

"" 査

り
ま
す
の
で
、
必
ず
最
寄
り
の
会
場
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

ハ
カ
リ
が
二
十
台
以
上
あ
る
場
合
、

建
物
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ
る
場
合
、

光
電
式
ハ
カ
リ
な
ど
の
場
合
は
、
出
張

し
て
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
出
張
検

査
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
申
請
書

(
商
工
課
に
あ
り
ま
す
)
を
商
工
課
計

量
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
張
検
査
は
、
十
月
に
入
っ
て
か
ら

行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
転
廃
業
な
ど
で
ハ
カ
リ
を
使

わ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
商
工
課

計
量
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

西温団地区

2 E地区

域下地区

3 : 00 

午前 9: 30-午後 3: 00 

午後 1: 00-

上回却商業会館

上田県営 水道

センタ一

川辺町会館

午前 9: 30-午後 3: 00 

辺地区)11 11 : 30 午前 9: 30-

科地区神3 : 00 午後 1: 00-上野が丘公民館

部地区

新町公会堂 部地区

川地区

西

西

神

11 : 30 

3 : 00 

11 .: 30 

午前 9: 30-

午後 1: 00-

午前 9: 30-大屋公会堂

農村環境改善

センター

上回点字図書館

自官L>、
ヱミ屋新

上
岡
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
大
会

昨
年
、
市
制
六
十
周
年
記
念
行
事
と

し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
「
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
」
を
、
今
年
は
、
「
市
民
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
と
し
て
、
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

八
月
二
十
四
日
制

八
月
三
十
一
日
間

殿地区

部地区

部地区

部地区

部地区

量豊
-'"乙

東

東

~t 

南

3 : 00 

午前 9: 30-午後 3: 00 

午前 9: 30-午後 3: 00 

午前 9: 30-午後 3: 00 

9 : 30-午後 3: 00 

午後 1: 00-

上回点字図書館

新 田 区民会館

南天神町公会堂

央地区由，午前 9: 30-午後 3: 00 市役所検査室

一
般
の
部

シ
ニ
ア
の
部
(
五

市

市

全

全

午前 9: 30-午後 3: 00 

午前 9: 30-午後 3: 00 

市役所検査室

市役所 検査室

市

十
歳
以
上
)
、
レ
デ
ィ
ス
の
部

〈
と
二
ろ
〉

丸
子
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

〈
参
加
資
絡
v

上
田
市
民
の
ア
マ
チ
ュ
ア

〈
参
加
費
v

一
人
二
千
円
(
参
加
費
の
一
部
を

福
祉
事
業
へ
寄
付
し
ま
す
)

〈
参
加
人
員
〉

各
部
と
も
先
着
二
百
五
十
名

〈
競
技
法
〉

十
八
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ

〈賞〉各
部
と
も
市
長
杯
、
賞
状

〈
申
込
期
間
〉

八
月
二
十
日
嗣
ま
で

〈
申
込
先
・
お
間
合
わ
せ
v

全午前 9: 30-午後 3: 00 市役所 検査室

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

教
育
委
員
会
体
育
課
内
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
(
宮
⑫
4
1

0
0
内
線
5
5
5
)
、
ま
た
は
各
ゴ
ル

フ
練
習
場
、
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ
プ
ま
で

検
針
員
が

放
し
飼
い
の
愛
犬
に

困
っ
て
い
ま
す

最
近
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の

検
針
員
が
、
犬
に
か
ま
れ
る
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
宅
地
内
で
あ
っ
て
も
、
犬
は

放
し
飼
い
に
せ
ず
、
検
針
買
が
安
心
し

て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。
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